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自己評価報告書 

 

1. 学校の教育方針 

本校は教育基本法および学校教育法に従い、中学校における基礎の上に、一般的な教養を高める

とともに情報処理技術に必要な専門知識と技術を習得させ、生徒の人格の陶冶を図ることを目的と

する。 

また、①コンピュータ教育を中心に学力の向上をはかる。②一人ひとりの生徒を大切にする。③

いじめ・差別・暴力を許さない豊かな人間性を身につける。④確かな進路を選択する。の４点を教

育方針とし、目指すべき学校像を「コンピュータ教育と資格のOICと呼ばれる地位を確立する」こ

と、育成する生徒像を「社会の発展に資することができ、多様な価値観を認め、自律的に活躍でき

る人材」とする。 

 

２. 本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

① 各種検定試験の合格者の増大を図り、生徒の創作意欲を育て作品制作力の向上を目指す。 

② 進級率の向上を目指す。 

③ 要支援生徒や不登校の経験を持つ生徒の学校への定着を図る。 

④ 出席率の向上を目指す。 

⑤ 進路指導を強化する。 

⑥ 教職員の学校運営力向上と教員の教師力向上を図る。 

⑦ 教育環境の更なる整備を目指す。 

⑧ 生徒募集の目標を達成する。 

 

３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）. 教育理念・目標 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・ 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 
  （専門分野の特性が明確になっているか） 

４  ３  ２  １ 

・ 学校における職業教育その他の教育指導等の特色は何か ４   ３  ２  １ 

・ 理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知され
ているか 

４  ３  ２  １ 

① 現状と課題 

・本校の教育方針、教育指導の特色、および目指すべき学校像、育成する生徒像等はパンフレット

やホームページへの記載はもとより、オープンスクール・学校説明会を通じた生徒募集段階から

入学後の日常の場面において周知を図っており、保護者アンケート結果においても生徒・保護

者・教員に十分理解されていると言える。 

・目指すべき学校像、および育成する生徒像について協議を重ね内容を深めてきた。 

・2023年度はボーカロイド・ムービーコースを含む新４コース開始から7年目を迎え、魅力的なコー

ス制カリキュラムを編成して授業内容を充実させてきた。 

② 今後の改善方策 

目指すべき学校像および育成人材像について内容を深めていく。 
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（２）. 学校運営 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・ 目的等に沿った運営方針が策定されているか ４  ３  ２  １ 

・ 運営方針に沿った事業計画が策定されているか ４  ３  ２  １ 

・ 運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、また、 
有効に機能しているか 

４  ３  ２  １ 

・ 教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４  ３  ２  １ 

・ 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ４  ３  ２  １ 

・ 情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４  ３  ２  １ 

① 現状と課題 

・年度当初に事業計画を策定し、学期ごとの総括も含め年間を通じてＰＤＣＡサイクルに沿った運

営が行われている。なお、運営全般を通じて常勤教職員全員が関わり、校務分掌に従って目標を

理解し役割と責任を果たしている。 

・教育活動等に関する情報は自己評価報告書、および学校関係者評価報告書をホームページ上で公

開している。 

・教務システムの効率化に向け、改善作業を継続している。 

② 今後の改善方策 

・教務関連システムの効率化に向けた改善作業を更に進める。 

 

（３）. 教育活動 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・ 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４  ３  ２  １ 

・ 教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応し
た教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 

４  ３  ２  １ 

・ 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４  ３  ２  １ 

・ キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方
法の工夫・開発などが実施されているか 

４  ３  ２  １ 

・ 関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラム
の作成・見直し等が行われているか 

４  ３  ２  １ 

・ 授業評価の実施･評価体制はあるか ４  ３  ２  １ 

・ 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ４  ３  ２  １ 

・ 資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけは
あるか 

４  ３  ２  １ 

・ 人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保して
いるか 

４  ３  ２  １ 

・ 関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む） 
を確保するなどマネジメントが行われているか 

４  ３  ２  １ 
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・ 関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指
導力育成など資質向上のための取組が行われているか 

４  ３  ２  １ 

・ 職員の能力開発のための研修等が行われているか ４  ３  ２  １ 

① 現状と課題 

・教育理念・教育方針に沿った形で適切な教育課程が編成されており、事業計画において学年及び

４コース制の特長と内容を年度ごとに更新・確認している。教育課程の編成にあたっては新学習

指導要領に基づく1・2学年のカリキュラムおよび旧学習指導要領に基づく3学年のカリキュラムに

ついて全科目のシラバスを作成し、教科チーフを中心に適宜教科会議を持って進度・内容をチェ

ックし、２学期および学年末に全体会議を開催して実施状況を確認した。 

・新型コロナウイルス感染症の第5類への移行に伴い、年度当初から全面対面授業を実施するととも

に、従前の習熟度別授業・分割授業・コース別授業・選択授業以外の科目においても各学年を3分

割し、すべての授業を少人数で実施することで教育の質向上が図られた。 

・生徒の学習姿勢の定着を図るため、中学校程度の基礎的な学習を内容としたプリント学習「得

学」を朝礼（SHR）時の5分程度の時間を利用して実施し、検定試験に向けた学習機会としても活

用した。 

・全学年でキャリア・デザインの授業を実施し、社会常識の習得と卒業後の進路を展望する上で修

得すべき勤労観、職業観を育成している。 

・全講師に対する授業点検・評価を実施し全体的な授業力向上を図った。また、生徒による授業ア

ンケートを1・2学期に実施し、その結果を全体会議において開示して各講師の授業力量向上のた

めの参考材料とした。 

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定に関しては、年度当初に「スクールガイダンス」を全生徒

に配布し、その中で基本的な基準を明示している。1・2学年の成績評価では新学習指導要領に基

づき観点別評価を実施した。 

・検定試験合格者の増大を方針として掲げ、年間合格目標を立てて指導にあたっている。校内で実

施される検定試験は日常の授業において指導されている他、検定対策補習も年間計画を立てて実

施している。 

・ＩＣＴ活用力量の向上を図るため常勤教員が研修会に積極的に参加し、ＩＣＴ機器の操作やディ

ジタル教材等の準備・使用方法などの情報を共有し授業担当者のスキル向上を図った。 

・関連分野の専門的な指導力を有した教員を継続して確保していく必要がある。 

 

② 今後の改善方策 

・年間を通じて教員採用に関わる広報を行うなど、優秀な人材と接点を持つ機会を増やしつつ、現

職教員については指導力強化に向けた研修等の取組を活性化していく。 

 

（４）. 生徒指導等 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・ 基本的生活習慣の確立のための取組が行われているか ４  ３  ２  １ 

・ 生徒の安全管理のための取組等（災害共済保険、スクールカウンセラー、
発達障がいのある生徒等への支援など）が行われているか 

４  ３  ２  １ 

・ 生徒・保護者からの相談体制が整備されているか ４  ３  ２  １ 
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・ 進学・就職指導にかかる支援体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

 

① 現状と課題 

・基本的生活習慣の確立に向け、日常的な出席指導を継続してきた。2023年度の年間平均出席率は

79%であり、全面対面授業であるコロナ以前の2019年度年間出席率平均82%、2022年度の年間平

均出席率82%よりも3ポイント低下した。 

・単車に関しては「３ナイ運動（①単車の免許を取らない。②単車に乗らない（乗せてもらわな

い）。③単車を買わない）」を実施しており、入学時点から生徒・保護者に周知徹底を図ってい

る。 

・発達障がいをはじめとした要支援生徒について教職員全体で情報を共有し、その上で、７種類の

支援種別を設定して対象生徒を認定した。2023年度当初に不登校生徒80名を含む94名を要支援生

徒として認定し、担任による日常の学校生活を中心とした指導や、スクールカウンセラーによる

カウンセリング（2023年度は25名を対象に計126回実施）を中心とした指導を行うとともに、ケ

ース会議を実施して教職員全体での対応方法などを確認してきた。特に新入生については配慮を

要する生徒の資料を４月初旬に作成し、全教職員が共有して指導にあたった。 

・不登校生支援の試みとして、1学年7名、2学年7名、3学年10名、計24名の生徒用に課題等連絡フ

ォルダを用意し、月1回程度の登校日を設定して学習支援を行うなど学校への定着を図った。 

・不登校生徒の保護者の参加による「ＯｉＣカフェ（不登校を考える会）」を計6回開催（延べ41

名の保護者が参加）し、不登校生徒の状況把握と状況改善を図るとともに、保護者間の意見交

流・親睦の場とした。 

・進学・就職に係る支援の一環として、進路指導部が各学年と連携し、専門共通科目「キャリア・

デザイン」の授業を通じて学年ごとの課題を設定しキャリア教育を実施した。また、2年生に対し

ては生野税務署による「租税教室」をクラス単位で実施し、税に関する基礎的な知識について学

ぶ機会とした。 

・各学年生徒を対象とした進路ガイダンスやOB講演会、修学支援新制度に関する説明会等を実施

し、グループ校である大阪情報コンピュータ専門学校のオープンキャンパスや姉妹校である大阪

経済法科大学への大学見学会を実施するなど生徒の進路選択に資する情報提供に努めるととも

に、年間を通じて3年生対象の進学希望者補習および就職希望者補習を実施した。 

② 今後の改善方策 

・要支援生徒への対応等について引き続き体制を整備していく。 

・生徒の進路選択に資する取り組みを継続して強化していく。 

 

 

（５）. 特別活動等 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・ クラブ活動等特別活動を奨励、支援しているか ４  ３  ２  １ 

・ 保護者会等と連携した活動を推進しているか ４  ３  ２  １ 

① 現状と課題 

・新型コロナウイルス感染症は第5類となったがインフルエンザ流行等の影響も懸念される中、生徒
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の健康と安全を最優先させながら、クラブ活動および特別課外活動に関しては可能な実施形態等

を工夫し実施することができた。 

・あらゆる機会を通じて学校と保護者、および保護者間の親睦を図ってきた。 

② 今後の改善方策 

・生徒の課外活動等に関して支援していく。 

 

（６）. 学修成果 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・ 進学率や就職率の向上が図られているか ４  ３  ２  １ 

・ 資格取得率の向上が図られているか ４  ３  ２  １ 

・ 退学率の低減が図られているか ４  ３  ２  １ 

・ 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４  ３  ２  １ 

・ 卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用され
ているか。 

４  ３  ２  １ 

① 現状と課題 

・全学的な取り組みとして進学率・就職率の向上を目指し、大阪情報コンピュータ専門学校24名、

大阪経済法科大学6名をはじめ57名の生徒が進学し、10名が就職した。 

・2023年度の4検定（情報処理・ビジネス文書実務・英語・簿記）ではすべて3級以上受験で計169

名（在籍269名）が合格した。また、3年生で基本情報技術者試験に1名、ITパスポート試験に3

名、実用英語技能検定に1名が合格した他、1・2年生でMIDI検定試験に24名が合格した。 

・作品制作では2023年度も積極的に外部コンテスト等に出展した。「まんが甲子園」に13年連続で

参加したほか、生野税務署による「税務署が実施する広報のポスター」制作では7年連続で生徒作

品が採用され、大阪府高等学校定時制通信制生徒秋季発表大会で大阪府立学校長協会賞をはじめ3

点が入賞し、生野警察が公募した「闇バイト防止ポスター」に採用された作品が生野区内オンデ

マンドバスのデジタルサイネージにて配信された。 

・2023年度の校内展示会は見学者を分散する形で2024年2月2日・3日の2日間開催し、在校生作品

計342点、卒業生作品計76点が出展される中、保護者等200人が来場した。 

・科学技術学園高等学校美術展には生徒作品62点を出展し、このうちの優秀作品を含め計8点を大

阪府高等学校定時制通信制生徒秋季発表大会に出展した結果、大阪府立学校長協会賞をはじめ3点

が入賞した。 

・一人ひとりを大切にするという教育方針のもと、不登校生徒や低学力生徒など進級困難生徒に対

しての指導が展開されている。また、生活指導上の問題が起こった場合においても粘り強く指導

を行っており、これらの取り組みを通じて退学率の低減が図られてきた。 

・グループ校である大阪情報コンピュータ専門学校と姉妹校である大阪経済法科大学への進学者に

ついては定例的な情報交換の機会を持ち、進学者の資格取得状況などの把握に努めている。 

・生徒を対象とした進路講演会に、社会で活躍する卒業生を講師として招き、在校生の進路選択に

活かしている。 

 

② 今後の改善方策 
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・高等教育機関への進学率を向上させ、将来の専門分野への就職につなげていくことを基本としな

がら、「高校」新卒としての就職活動にも力を入れていく。 

 

（７）. 生徒支援 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・ 生徒に対する経済的な支援体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・ 生徒の健康管理を担う組織体制はあるか ４  ３  ２  １ 

・ 課外活動に対する支援体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 

・ 生徒の生活環境への支援は行われているか ４  ３  ２  １ 

・ 保護者と適切に連携しているか ４  ３  ２  １ 

・ 卒業生への支援体制はあるか ４  ３  ２  １ 

・ 専門学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われている
か 

４  ３  ２  １ 

 

① 現状と課題 

・生徒・保護者に対する経済的な支援として、利用可能な奨学金について案内し、また、授業料に

ついての相談に応えるなど柔軟に対応してきた。 

・新型コロナウイルス感染症は5類に移行したが、インフルエンザが流行する中、注意深く生徒の健

康監察を継続した。また、生徒に対する健康診断実施にあたっては慎重を期すため前年同様４月

から５月に分散する形で実施した。 

・新型コロナウイルス感染症の5類移行を受け、全生徒が参加する学校行事（球技大会、校外学習、

体育祭、文化祭、ボウリング大会、芸術鑑賞）および希望参加型の課外活動（夏季ＯＩＣキャン

プ、冬季スキーキャンプ）はすべて通常の形態で実施できた。 

・不登校や生活指導上の問題行動においては生徒の生活環境が影響している場合も多く、クラス担

任を中心に積極的な家庭訪問を実施する中で状況を把握し、保護者と連携してその改善を図って

きた。 

・卒業生の多くが進学する大阪情報コンピュータ専門学校（専門課程）および姉妹校である大阪経

済法科大学との間で定期協議を持ち、教育連携、進路指導連携を進めている。 

② 今後の改善方策 

・グループ校である大阪情報コンピュータ専門学校（専門課程）との高専連携を更に深め、専門教

育、キャリア教育担当者間での情報交流と論議を活発にしていく。 

 

（８）. 教育環境 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・ 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４  ３  ２  １ 

・ 防災に対する体制は整備されているか ４  ３  ２  １ 
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① 現状と課題 

・専修学校設置基準に基づき、生徒が学習に専念できる教育環境が整備・維持されている。 

・新型コロナウイルス感染症が5類に移行した後も少数ながら感染者が発生するとともに年度当初か

らインフルエンザの流行も重なったことを受け、手洗い・うがいの励行やマスク着用の推奨、消

毒液ディスペンサーの設置継続等、基本的な感染防止対策を継続した。 

・実習授業を滞りなく実施するためハードウェアおよびソフトウェアの保守・管理・更新を行うと

ともに、クラウドツールの録画・配信機能を使い、不登校生徒向けの自習用教材を作成した。 

・消防計画に基づき、12月14日、消防機器点検とともに全教職員による消火訓練および避難誘導訓

練を実施した。 

② 今後の改善方策 

・第一実習室更新をはじめとした２０２４年度の教育環境整備を検討し実施しいていく。 

・大規模災害を視野に入れた避難訓練（防災訓練）の内容について検討していく。 

 

（９）. 生徒の受入れ募集 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・ 中学校等接続する機関に対する情報提供等の取組が行われているか ４  ３  ２  １ 

・ 生徒募集活動は、適正に行われているか ４  ３  ２  １ 

・ 生徒募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４  ３  ２  １ 

・ 学納金は妥当なものとなっているか ４  ３  ２  １ 

① 現状と課題 

・中学校等に対してはパンフレット、Ｗｅｂサイト等を通じて、本校の教育方針、４コース制カリ

キュラムと内容、進路状況、国・府の助成制度等を網羅した資料を作成し丁寧な情報提供を行っ

ている。 

・入学定員93名、総定員を279名と定め、適切な生徒募集活動を行ってきた。 

・オープンスクール実施にあたっては基本的な感染症予防対策を念頭に継続して分散・少人数制で

実施した。 

・入学金・授業料・施設設備費などの学納金に関しては教育内容や教育環境に照らして妥当である

かを検討し決定している。 

・中学校等に対するより分かりやすい情報提供の方法を引き続き考案していく必要がある。 

② 今後の改善方策 

・多様な媒体および機会を利用した情報提供の方法を検討していく。 

 

（１０）. 財務 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・ 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４  ３  ２  １ 

・ 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４  ３  ２  １ 
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・ 財務について会計監査が適正に行われているか ４  ３  ２  １ 

・ 財務情報公開の体制整備はできているか ４  ３  ２  １ 

 

① 現状と課題 

・学生生徒等納付金収入を基礎とした学校の財務基盤は中長期的に安定している。量入制出の原則

に基づき、教育環境の整備・充実を進めると同時に、徹底した業務の見直し・経費節減を図って

いる。 

・毎年10月より、予算編成事務局の下で次年度の事業計画案と予算案の策定を進め、３月に評議員

会への諮問と理事会の承認を経た上で、厳格な予算執行を行っており、予算・収支計画は有効か

つ妥当なものとなっている。 

・学校法人及び学校の会計は、学校法人会計基準に則り、適切に処理されている。私立学校法第37

条第3項に基づく監事の監査と、私立学校振興助成法第14条第3項に基づく独立監査人（公認会計

士）の監査を受けており、会計監査は適正に行われている。 

・収支計算書・財産目録・監査報告書等を学校のホームページに掲載している。また、私立学校法

第47条第2項に基づき、利害関係人から請求があった場合には、計算書類等を閲覧に供する体制を

整備している。 

・引き続き入学者の安定的確保と、更なる業務の見直し・経費節減を進めることが課題である。 

②今後の改善方策 

・課題を解決するため、創意工夫を更に進める。 

 

（１１）. 法令等の遵守 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・ 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４  ３  ２  １ 

・ 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４  ３  ２  １ 

・ 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか ４  ３  ２  １ 

・ 自己評価結果を公開しているか ４  ３  ２  １ 

① 現状と課題 

・教育基本法、学校教育法、専修学校設置基準をはじめとする各種法令を遵守している。 

・2017年に更新した「情報セキュリティ規定」、および「いじめ防止対策基本方針」内の「ネット

を使ったいじめの未然防止」の規定に基づき、教職員および生徒に対して個人情報の取扱いに関

する留意点について確認し、管理の徹底が図られている。 

・自己点検・自己評価は２００８年度から独自に実施してきており、２０１１年度からは学校関係

者評価とともに公開している。 

・自己評価および学校関係者評価に基づく問題点改善を更に進める。 

② 今後の改善方策 

・自己評価体制およびＰＤＣＡサイクルを更に定着させ、着実な問題点改善につなげていく。 
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（１２）. 社会貢献・地域貢献 

評 価 項 目 
適切…４、ほぼ適切…３、 
やや不適切…２、不適切…１ 

・ 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４  ３  ２  １ 

・ 生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ４  ３  ２  １ 

・ 地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積
極的に実施しているか 

４  ３  ２  １ 

① 現状と課題 

・生野税務署の確定申告ポスターに７年連続で採用され、同ポスターは生野区内約１５０ヶ所で掲

示された。 

・生野警察が公募した「闇バイト防止ポスター」に応募し、採用された作品が生野区内オンデマン

ドバスのデジタルサイネージにて配信された。 

・大阪府下の中学校で実施された「職業講話」等で、ゲーム制作等コンピュータ関連の職業につい

て「出前授業」を行い、中学校のキャリア教育の取り組みに協力してきた。 

② 今後の改善方策 

・可能な範囲での社会貢献・地域貢献を模索していく。 

 

４.学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

2023年度は新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことを受け、教育活動全般に関して通常の

形態を取り戻し、自己評価では各項目とも概ね「ほぼ適切」以上の評価であった。今後も本校におけ

る建学の理念、教育基本方針および「目指すべき学校像」「育成する生徒像」を土台としつつ、学校

関係者評価に基づく課題等の改善を進めていく。 
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2023年度 保護者アンケート集計結果 

本アンケートは2024年3月3日に行われた本校第３８期生卒業式に際して、卒業生の保護者に配布さ

れ、3月中に回収・集約したものである。 

アンケートにおいては自由記述を除く20の設問項目中、良い（A+B）が70%以上の項目が19項目

（90%台13項目、80%台5項目、70%台1項目）であり、本校の教育活動は概ね肯定的に捉えられてい

るものと判断される。また、ほとんどの設問で良い（A+B）の割合が前年度よりも高く、新型コロナ

ウイルス感染症の5類移行を受けて全般的な教育活動が本来の形態を取り戻したことが良い評価に繋が

ったものと考えられる。 

 

（表１） 

大阪情報コンピュータ高等専修学校 2023年度学校教育自己診断保護者アンケート 

 

 （表２） 

大阪情報コンピュータ高等専修学校 学校教育自己診断 
保護者アンケート 5年間の推移 
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大阪情報コンピュータ高等専修学校
2023年度学校教育自己診断保護者アンケート(表１)

2024年3月3日実施
回答率　67.4%(60/89)

A:よくあてはまる　　B:ややあてはまる　　C:あまりあてはまらない　　D:まったくあてはまらない
良い 悪い

A B C D A+B C+D

1 学校は教育方針をわかりやすく伝えていたといえる。 62% 38% 0% 0% 100% 0%

2
この学校は他の学校にない独自の教育活動に取り組んでいたとい
える。

62% 35% 3% 0% 97% 3%

3
学校行事を含め、教育活動等に関する情報公開は適切であったと
いえる。

52% 43% 5% 0% 95% 5%

4
学校行事（体育祭･文化祭・修学旅行・式典等）は充実していたとい
える。

52% 35% 12% 2% 87% 13%

5 教職員が協力しあって学校運営にあたっていたといえる。 53% 35% 12% 0% 88% 12%

6
授業内容は全体的によく理解でき、生徒に満足感を与えていたとい
える。

40% 50% 7% 3% 90% 10%

7
補習を適宜実施するなど、学校は生徒の学力向上に力を入れてい
たといえる。

58% 40% 2% 0% 98% 2%

8
授業中も含め、教員と生徒間には質問しやすい適切な距離感が保
たれていたといえる。

47% 48% 2% 3% 95% 5%

9
生活指導面で、学校は家庭への連絡や意思疎通を積極的に行って
いたといえる。

50% 38% 7% 5% 88% 12%

10 子どもは学校の規則は厳しかったといっている。 8% 30% 38% 23% 38% 62%

11 進路(進学・就職)に関して、相談しやすい環境であったといえる。 33% 50% 12% 5% 83% 17%

12
学校は特別活動(学外企画への参加やクラブ活動等)に積極的に取
り組んでいたといえる。

22% 49% 25% 3% 71% 29%

13 学校は資格取得など学修成果の向上に力をいれていたといえる。 70% 25% 5% 0% 95% 5%

14
生徒に対する経済的な支援体制(奨学金の案内等)は整っていると
いえる。

75% 25% 0% 0% 100% 0%

15 学校の施設・設備は、学習環境の面でほぼ満足であったといえる。 35% 50% 15% 0% 85% 15%

16 校内の美化・清掃は行き届いていたといえる。 65% 33% 0% 2% 98% 2%

17 学校では、子どもに関するプライバシーが守られていたといえる。 55% 43% 2% 0% 98% 2%

18
先生は厳しさと優しさをほど良く持って指導にあたっていたといえ
る。

57% 38% 3% 2% 95% 5%

19
いじめなどの人権侵害を許さないという学校の姿勢は十分伝わって
いたといえる。

54% 39% 3% 3% 93% 7%

20 子どもをこの学校に入学させてよかったと思える。 73% 23% 3% 0% 97% 3%

21 ご意見などありましたらご自由にお書きください。

番号 設問
評価
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大阪情報コンピュータ高等専修学校　学校教育自己診断　保護者アンケート 5年間の推移　(表２)

 

A:よくあてはまる　　B:ややあてはまる　　C:あまりあてはまらない　　D:まったくあてはまらない

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ A+B C+D

2019年度 47% 47% 5% 0% 95% 5%

2020年度 51% 40% 9% 0% 91% 9%

2021年度 41% 52% 7% 0% 93% 7%

2022年度 31% 55% 12% 2% 86% 14%

2023年度 62% 38% 0% 0% 100% 0%

2019年度 76% 21% 3% 0% 97% 3%

2020年度 65% 26% 9% 0% 91% 9%

2021年度 69% 31% 0% 0% 100% 0%

2022年度 47% 47% 5% 2% 93% 7%

2023年度 62% 35% 3% 0% 97% 3%

2019年度 61% 24% 16% 0% 84% 16%

2020年度 51% 39% 11% 0% 89% 11%

2021年度 52% 41% 7% 0% 93% 7%

2022年度 31% 50% 12% 7% 81% 19%

2023年度 52% 43% 5% 0% 95% 5%

2019年度 53% 29% 18% 0% 82% 18%

2020年度 23% 46% 26% 5% 68% 32%

2021年度 17% 45% 34% 3% 62% 38%

2022年度 9% 36% 40% 16% 45% 55%

2023年度 52% 35% 12% 2% 87% 13%

2019年度 47% 45% 8% 0% 92% 8%

2020年度 40% 42% 12% 5% 82% 18%

2021年度 55% 38% 7% 0% 93% 7%

2022年度 38% 53% 7% 2% 91% 9%

2023年度 53% 35% 12% 0% 88% 12%

2019年度 45% 37% 16% 3% 82% 18%

2020年度 32% 54% 14% 0% 86% 14%

2021年度 14% 72% 14% 0% 86% 14%

2022年度 24% 48% 22% 5% 72% 28%

2023年度 40% 50% 7% 3% 90% 10%

2019年度 68% 21% 11% 0% 89% 11%

2020年度 54% 39% 7% 0% 93% 7%

2021年度 38% 45% 14% 3% 83% 17%

2022年度 33% 50% 12% 5% 83% 17%

2023年度 58% 40% 2% 0% 98% 2%

2019年度 39% 39% 18% 3% 79% 21%

2020年度 48% 39% 9% 4% 88% 13%

2021年度 28% 62% 10% 0% 90% 10%

2022年度 31% 53% 12% 3% 84% 16%

2023年度 47% 48% 2% 3% 95% 5%

2019年度 55% 29% 16% 0% 84% 16%

2020年度 46% 34% 16% 4% 80% 20%

2021年度 38% 52% 10% 0% 90% 10%

2022年度 36% 36% 21% 7% 72% 28%

2023年度 50% 38% 7% 5% 88% 12%

2019年度 0% 13% 50% 37% 13% 87%

2020年度 7% 14% 46% 32% 21% 79%

2021年度 3% 10% 48% 38% 14% 86%

2022年度 3% 14% 40% 43% 17% 83%

2023年度 8% 30% 38% 23% 38% 62%

2019年度 47% 42% 11% 0% 89% 11%

2020年度 35% 44% 14% 7% 79% 21%

2021年度 28% 52% 17% 3% 79% 21%

2022年度 32% 35% 26% 7% 67% 33%

2023年度 33% 50% 12% 5% 83% 17%

番号 設問 年度
評価（％）

1 学校は教育方針をわかりやすく伝えていたといえる。

2
この学校は他の学校にない独自の教育活動に取り組んでいたとい
える。

3
学校行事を含め、教育活動等に関する情報公開は適切であったと
いえる。

4
学校行事（体育祭･文化祭・芸術鑑賞・修学旅行等）は充実していた
といえる。

5 教職員が協力しあって学校運営にあたっていたといえる。

6
授業内容については、よく理解でき、生徒に満足感を与えていたよ
うだ。

7
補習を適宜実施するなど、学校は生徒の学力向上に力を入れてい
たといえる。

8
授業中も含め、教員と生徒間には質問しやすい適切な距離感が保
たれていたといえる。

9
生活指導面で、学校は家庭への連絡や意思疎通を積極的に行って
いた。

10 子どもは学校の規則は厳しかったといっている。

11 進路に関する相談をしやすい環境であった。
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大阪情報コンピュータ高等専修学校　学校教育自己診断　保護者アンケート 5年間の推移　(表２)

A:よくあてはまる　　B:ややあてはまる　　C:あまりあてはまらない　　D:まったくあてはまらない

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ A+B C+D

2019年度 22% 41% 32% 5% 62% 38%

2020年度 24% 33% 33% 11% 56% 44%

2021年度 14% 31% 48% 7% 45% 55%

2022年度 21% 29% 40% 10% 50% 50%

2023年度 22% 49% 25% 3% 71% 29%

2019年度 71% 26% 3% 0% 97% 3%

2020年度 63% 32% 4% 2% 95% 5%

2021年度 66% 34% 0% 0% 100% 0%

2022年度 45% 43% 10% 2% 88% 12%

2023年度 70% 25% 5% 0% 95% 5%

2019年度 87% 11% 3% 0% 97% 3%

2020年度 53% 44% 4% 0% 96% 4%

2021年度 69% 28% 3% 0% 97% 3%

2022年度 57% 36% 5% 2% 93% 7%

2023年度 75% 25% 0% 0% 100% 0%

2019年度 34% 45% 21% 0% 79% 21%

2020年度 37% 42% 16% 5% 79% 21%

2021年度 28% 59% 14% 0% 86% 14%

2022年度 30% 46% 21% 4% 75% 25%

2023年度 35% 50% 15% 0% 85% 15%

2019年度 55% 45% 0% 0% 100% 0%

2020年度 54% 40% 5% 0% 95% 5%

2021年度 48% 52% 0% 0% 100% 0%

2022年度 43% 47% 7% 3% 90% 10%

2023年度 65% 33% 0% 2% 98% 2%

2019年度 55% 39% 5% 0% 95% 5%

2020年度 55% 41% 4% 0% 96% 4%

2021年度 55% 41% 3% 0% 97% 3%

2022年度 43% 53% 2% 2% 97% 3%

2023年度 55% 43% 2% 0% 98% 2%

2019年度 61% 37% 3% 0% 97% 3%

2020年度 54% 32% 14% 0% 86% 14%

2021年度 59% 31% 10% 0% 90% 10%

2022年度 33% 59% 5% 3% 91% 9%

2023年度 57% 38% 3% 2% 95% 5%

2019年度 58% 32% 11% 0% 89% 11%

2020年度 56% 26% 14% 4% 82% 18%

2021年度 52% 48% 0% 0% 100% 0%

2022年度 34% 55% 7% 3% 90% 10%

2023年度 54% 39% 3% 3% 93% 7%

2019年度 76% 24% 0% 0% 100% 0%

2020年度 74% 18% 5% 4% 91% 9%

2021年度 83% 14% 3% 0% 97% 3%

2022年度 57% 36% 3% 3% 93% 7%

2023年度 73% 23% 3% 0% 97% 3%

診断日 送付数 回答数 回答率

2020年3月25日 82 38 46%

2021年3月1日 85 57 67%

2022年3月1日 84 29 35%

2023年3月4日 87 58 67%

2024年3月3日 89 60 67%

評価（％）
番号 設問 年度

12
学校は特別活動(学外企画への参加やクラブ活動等)に積極的に取
り組んでいたといえる。

13 学校は資格取得など学修成果の向上に力を入れていたといえる。

14
生徒に対する経済的な支援体制(奨学金の案内等)は整っていると
いえる。

15 学校の施設・設備は、学習環境の面でほぼ満足であった。

16 校内の美化・清掃は行き届いていた。

17 学校では、子どもに関するプライバシーが守られていたといえる。

18 先生は厳しさと優しさをほど良く持って指導にあたっていた。

19
いじめなどの人権侵害を許さないという学校の姿勢は十分伝わって
いたといえる。

20 子どもをこの学校に入学させてよかったと思える。


